


第
一
章

『
星
の
か
ず
か
ず
か
き
つ
け
ぬ
』

　
　
　
　
　
　
　
を
読
む
（
資
料
編
）



　
こ
の
『
星
の
か
ず
か
ず
か
き
つ
け
ぬ
』
は
、
明
治
二
十
年
八

月
の
日
付
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
当
会
の
会
員
で
あ
っ
た
故
・
波
多
野
盈
氏
は
、
平
成
十
三
年

八
月
、
友
の
会
・
第
三
回
研
究
発
表
会
に
お
い
て
、
こ
の
手
稿

に
つ
い
て
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
元
教
員
で
あ
る
波
多
野
氏
は
、
旧
水
原
町
の
出
身
の

方
で
、
郷
土
研
究
誌
で
あ
る
『
五
頭
郷
土
文
化
』
の
事
務
局
も

さ
れ
て
い
ま
し
た
。



「
当
時
、
東
伍
は
（
略
）
水
原
小
学
校
訓
導
で
あ
っ

た
。
探
究
心
旺
盛
な
彼
は
実
家
の
蔵
書
や
、
十
代
の

学
校
時
代
の
教
科
書
か
ら
得
た
天
文
学
の
基
礎
的
な

事
柄
を
集
約
し
、
小
冊
子
に
ま
と
め
て
日
食
観
測
に

備
え
た
ー
ー
　
と
推
論
で
き
る
。
」
（
波
多
野
盈
）

　
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
八
月
一
九
日
、
皆
既

日
食
帯
が
本
州
を
横
断
し
ま
し
た
。

第３回研究発表会のレジュメ



講
演
の
中
で
波
多
野
氏
は
、
手
稿
の
一
頁
か
ら
四
頁

ま
で
を
口
語
文
に
訳
さ
れ
て
い
ま
す
。



訳
（
波
多
野
盈
氏
）

『
空
の
星
星
は
地
上
の
森
林
の
よ
う
に
数
多
く
並
び
、

そ
れ
が
空
を
巡
り
、
ま
た
地
平
線
に
隠
れ
て
し
ま
う
。

そ
れ
故
に
優
れ
た
天
文
学
者
で
あ
っ
て
も
す
べ
て
を

数
え
る
こ
と
が
出
来
な
い
位
に
数
が
多
い
も
の
だ
」

そ
の
う
ち
の
書
き
出
し
の
部
分
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
蒼
天
の
衆
星
　
森
然
羅
列
　
或
ハ
動
き
或
ハ
伏
し
　
老

星
家
と
雖
　
能
く
指
数
す
る
莫
し
」
　



　
さ
て
、
私
も
初
め
て
読
ん
で
み
ま
し
た
が
、
手
稿

全
二
五
頁
の
う
ち
、
最
終
頁
の
日
食
観
測
図
以
外
は
、

星
や
宇
宙
に
つ
い
て
解
説
し
て
ま
す
。

　
日
蝕
だ
け
で
な
く
、
天
文
学
全
般
に
渡
っ
て
広
く

研
究
し
た
様
子
が
窺
え
ま
す
。

　
一
等
星
な
ど
の
代
表
的
な
星
の
位
置
の
デ
ー
タ
な

ど
も
詳
細
に
記
し
て
い
ま
す
。



織
女
第
一
＝
こ
と
座
の
一
等
星
、
ベ
ガ

大
角
＝
う
し
か
い
座
の
一
等
星
、
ア
ー
ク
ト
ゥ
ル
ス

五
車
第
二
＝
ぎ
ょ
し
ゃ
座
の
一
等
星
、
カ
ペ
ラ

天
狼
＝
お
お
い
ぬ
座
の
一
等
星
、
シ
リ
ウ
ス

赤
丸
以
外
の
星
名
は
判
明
し
て
い
ま
せ
ん
。



【
参
考
写
真
】

　
前
ペ
ー
ジ
の
『
天
狼
』
、
つ
ま
り
シ
リ
ウ
ス
の
写
真
で

す
。
お
お
い
ぬ
座
に
属
し
ま
す
。
犬
の
鼻
の
部
分
に
あ
た

り
、
地
球
か
ら
見
て
最
も
明
る
い
恒
星
で
す
。
（
マ
イ
ナ

ス
一
・
三
等
星
）

　
な
お
、
惑
星
で
あ
る
金
星
は
最
大
で
四
・
七
等
星
、
満

月
は
約
十
二
等
星
で
す
。

おおいぬ座とシリウス（撮影地：小浮地内）



　
せ
っ
か
く
で
す
の
で
、
日
食
に
つ
い
て
基
本
的
な

こ
と
を
『
星
の
か
ず
か
ず
か
き
つ
け
ぬ
』
か
ら
学
ん

で
み
ま
し
ょ
う
。

　
図
の
よ
う
に
、
地
球
ー
月
ー
太
陽
が
一
直
線
に
並

ぶ
と
、
月
に
よ
っ
て
太
陽
が
隠
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

完
全
に
太
陽
が
覆
い
隠
さ
れ
た
状
態
が
皆
既
日
食
で

す
。

　
ま
た
、
地
球
と
月
の
距
離
が
遠
い
場
合
は
、
月
で

太
陽
を
覆
い
き
れ
ず
、
太
陽
が
は
み
出
し
て
見
え
ま

す
。
こ
れ
が
金
環
食
で
す
。

地
球



　
ち
な
み
に
、
こ
れ
は
二
〇
一
二
年
五
月
二
十
一
日
（
月
）

に
起
き
た
金
環
食
の
写
真
で
す
。

　
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
の
望
遠
レ
ン
ズ
で
撮
っ
て
い
ま
す
が
、

フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
越
し
の
月
が
、
立
体
的
（
球
体
）
に
見
え

た
こ
と
に
感
動
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
と
き
、
新
潟
県
で
は
完
全
な
金
環
食
に
は
な
ら
ず
、

部
分
日
食
で
し
た
。

　
中
学
の
頃
か
ら
、
一
度
で
い
い
か
ら
金
環
食
や
皆
既
日

食
を
見
た
い
と
持
っ
て
い
た
私
は
、
妻
と
子
供
三
人
、
仕

事
や
学
校
を
休
ま
せ
、
観
測
の
出
来
る
福
島
県
い
わ
き
市

ま
で
連
れ
て
行
き
ま
し
た
。
感
動
を
共
有
で
き
た
良
い
思

い
出
に
な
り
ま
し
た
。



　
話
は
戻
っ
て
、
東
伍
の
書
い
た
日
食
の
解
説
文
を
読
ん

で
み
ま
し
ょ
う
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
資
料
や
波
多
野
盈
氏
の
資
料
を
参

考
に
読
み
下
し
を
し
ま
し
た
が
、
専
門
外
の
た
め
、
間
違

い
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
地
球



　
内
容
は
、
日
食
や
月
食
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
な
ど
に
つ

い
て
文
献
な
ど
で
調
べ
た
こ
と
を
ま
と
め
て
あ
り
ま

す
。

　
日
食
が
起
き
る
公
転
軌
道
の
限
界
角
度
や
太
陽
の

色
に
つ
い
て
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、
「
微
黄
」
に
見

え
る
の
が
日
食
の
ど
の
部
分
を
指
し
て
い
る
の
か
は

よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
。

　
最
後
の
行
で
は
、
「
毎
年
日
食
は
必
ず
二
回
起
こ

り
、
多
と
き
に
は
五
回
起
き
る
。
月
食
は
多
く
て
も

三
回
」
と
書
い
て
あ
る
よ
う
で
す
。
（
現
代
天
文
学

で
も
同
じ
）
地
球



第
二
章

明
治
二
十
年
八
月
十
九
日
　

皆
既
日
食
の
概
要



　
こ
れ
は
当
時
の
日
食
帯
の
図
で
す
。
三
条
市
を
通

る
赤
い
線
が
皆
既
日
食
の
中
心
で
す
。

　
阿
賀
野
市
の
周
辺
も
皆
既
日
食
が
観
測
可
能
な
範

囲
に
入
っ
て
い
ま
す
。

出典：日食ナビ



　
当
時
の
明
治
政
府
は
日
食
観
測
を
国
家
的
事
業
と

定
め
、
日
食
観
測
の
手
引
き
書
や
コ
ロ
ナ
の
ス
ケ
ッ

チ
用
紙
を
印
刷
し
、
観
測
で
き
る
各
郡
へ
配
布
し
て
、

専
門
家
か
ら
学
校
職
員
、
一
般
市
民
に
至
る
広
い
層

に
観
測
の
実
施
を
奨
励
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
潟
の
三
条
、
福
島
の
白
川
、
茨
城
の
黒

磯
、
千
葉
の
銚
子
に
、
大
規
模
な
観
測
隊
を
送
り
込

み
ま
し
た
が
、
天
候
に
恵
ま
れ
た
の
は
三
条
市
の
み

で
し
た
。
（
参
考
文
献
・
引
用
、
沼
澤
茂
美
「
新
・
に
い
が
た

星
紀
行
」
）

錦
絵
所
蔵
： 

国
立
天
文
台



所
蔵
： 

国
立
天
文
台

　
国
の
観
測
隊
は
三
条
市
の
永
明
寺
山
（
よ
う
め
い

じ
や
ま
）
山
頂
に
て
日
本
初
の
見
事
な
コ
ロ
ナ
の
撮

影
に
成
功
し
て
い
ま
す
。

　
茨
城
県
な
ど
で
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
個
人
的
に
観

測
に
成
功
し
た
人
も
い
ま
し
た
。

　
そ
の
と
き
の
ス
ケ
ッ
チ
が
、
国
立
天
文
台
三
鷹
図

書
室
に
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。



（
以
下
、
国
立
天
文
台
Ｈ
Ｐ
よ
り
引
用
）

複
数
名
の
観
測
者
が
列
記
し
て
あ
る
ス
ケ
ッ
チ
。

右
下
に
伸
び
る
二
本
の
コ
ロ
ナ
が
特
徴
的
。

ま
た
「
此
図
甚
可
し
（
こ
の
図
は
な
は
だ
よ
し
）
」
な
ど
の
記

載
も
見
ら
れ
る
。
観
測
地
は
茨
城
県
。

【
出
典
】
斎
藤
国
治
文
庫

「
明
治
二
〇
年(
一
八
八
七
年)

八
月
一
九
日
の
皆
既
日
食
観
測
記

録
」
よ
り

（
国
立
天
文
台
三
鷹
図
書
室
蔵
）



「
浦
上
知
太
郎
」
と
記
載
の
あ
る
ス
ケ
ッ
チ
。

右
～
右
下
に
伸
び
る
二
本
の
コ
ロ
ナ
の
ほ
か
、
左
下
に
も
コ
ロ

ナ
が
伸
び
て
い
る
。
観
測
地
は
茨
城
県
。

【
出
典
】
斎
藤
国
治
文
庫

「
明
治
二
〇
年(
一
八
八
七
年)

八
月
一
九
日
の
皆
既
日
食
観
測
記

録
」
よ
り

（
国
立
天
文
台
三
鷹
図
書
室
蔵
）



　
国
内
初
の
コ
ロ
ナ
写
真

　
永
明
寺
山
頂
で
撮
影
さ
れ
た
初
の
コ
ロ
ナ
写
真
で
す
。
　

焦
点
距
離
一
四
〇
〇
ミ
リ
の
レ
ン
ズ
を
用
い
当
時
と
し
て

は
最
新
の
「
乾
板
」
に
写
し
取
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
時
は
皆
既
日
食
の
コ
ロ
ナ
三
枚
と
部
分
日
食
十
七

枚
が
撮
影
さ
れ
ま
し
た
。

ホームページ：沼澤茂美「新・にいがた星紀行」より



　
当
時
の
資
料
に
よ
る
と
、
撮
影
を
担
当
し
た
杉
山
正

治
は
撮
影
後
、
す
ぐ
に
現
像
を
せ
ず
東
京
へ
持
ち
帰
り
、

浅
草
公
園
写
真
技
師
・
江
崎
礼
二
に
現
像
調
整
を
依
頼

し
た
、
と
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
と
き
の
資
料
は
、
一
九
四
五
年
二
月
八
日
の
東

京
天
文
台
の
火
災
で
失
わ
れ
た
よ
う
で
す
。

　
な
お
、
コ
ロ
ナ
は
プ
ラ
ズ
マ
の
一
種
で
、
太
陽
表
面

が
六
千
度
程
度
で
あ
る
の
に
対
し
、
コ
ロ
ナ
は
百
万
度

以
上
と
非
常
に
高
温
で
す
。

　
し
か
も
、
太
陽
か
ら
遠
い
部
分
ほ
ど
高
温
で
あ
り
、

そ
の
理
由
は
不
明
で
す
。



翌
日
の
新
潟
新
聞
に
よ
る
と
、
午
後
三
時
三
十
七
分
に

完
全
に
月
が
太
陽
を
隠
し
（
皆
既
状
態
）
、
そ
れ
は
四

分
間
続
い
た
よ
う
で
す
。



　
ま
た
皆
既
中
は
薄
暗
く
な
る
た
め
、
雀
は
夕
暮
れ
と

勘
違
い
し
て
寝
床
に
帰
っ
た
り
、
鶏
は
夜
明
け
近
く
と

勘
違
い
し
て
鳴
き
声
を
あ
げ
た
り
し
た
そ
う
で
す
。



　
当
時
の
官
報
（
八
月
二
十
日
）
に
よ
る
と
、
午

後
三
時
四
十
八
分
頃
が
最
大
に
な
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　

　
記
事
の
観
測
地
は
内
務
省
地
理
局
（
現
在
の
国

土
地
理
院
・
茨
城
県
つ
く
ば
市
）
で
す
。

　
新
潟
と
の
時
間
差
は
十
一
分
で
し
た
。



第
三
章

『
鉛
筆
道
中
記
』
か
ら

東
伍
の
足
取
り
を
検
証



　
東
伍
の
「
鉛
筆
道
中
記
」
に
よ
る
と
、
東
伍
は
日
食

の
二
日
前
、
十
七
日
早
朝
に
大
鹿
の
実
家
か
ら
三
条
目

指
し
て
出
発
し
て
い
ま
す
。

　
抜
け
道
か
ら
小
屋
場
を
通
り
、
小
須
戸
、
田
上
を
経

て
三
国
街
道
中
通
り
（
現
在
の
国
道
四
〇
三
号
と
ほ
ぼ

同
じ
）
を
南
下
し
ま
す
。

　
目
的
は
、
荒
井
地
理
局
代
行
が
率
い
る
国
の
観
測
隊

に
何
か
し
ら
の
交
渉
を
持
ち
か
け
に
行
く
こ
と
で
し
た
。

　　
観
測
隊
は
、
当
初
の
観
測
予
定
地
で
あ
る
弥
彦
山
か

ら
東
大
崎
の
永
明
寺
山
に
移
り
、
一
ヶ
月
も
前
か
ら
本

番
に
向
け
て
準
備
中
で
し
た
。

　

『鉛筆道中記』（吉田文庫所蔵）



　
さ
て
、
今
ま
で
の
通
説
で
は
、
東
伍
は
三
条
で
は
国

の
観
測
隊
か
ら
参
加
を
断
ら
れ
、
弥
彦
山
に
向
か
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
当
時
は
地
方
の
一
教
員
だ
っ
た
東
伍
が
、

ア
ポ
無
し
で
交
渉
に
挑
み
、
観
測
隊
に
加
え
て
も
ら
お

う
と
考
え
た
、
と
す
る
に
は
少
し
無
理
が
あ
る
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。

　
で
は
、
本
来
の
目
的
は
何
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
も
し
か
し
た
ら
、
観
測
隊
に
加
わ
り
た
い
と
い
う
よ

り
も
、
当
時
最
新
の
ガ
ラ
ス
乾
板
の
撮
影
機
材
を
見
学

す
る
の
が
目
的
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
肝
心
の
部
分
が
非
常
に
読
み
づ
ら
い
た
め
、
ど
ん
な

話
し
合
い
だ
っ
た
の
か
は
ま
だ
分
か
り
ま
せ
ん
。

　　
そ
の
後
、
東
伍
は
人
力
車
を
乗
り
継
い
で
弥
彦
温
泉

に
宿
泊
し
ま
す
。

　
鉛
筆
道
中
記
は
そ
こ
で
終
わ
り
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
翌
日
以
降
の
日
食
本
番
ま
で
の
足
取
り
や
、
実
際

に
東
伍
が
観
測
し
た
地
点
は
不
明
で
す
。

　　
し
か
し
、
著
書
『
松
雲
詩
草
』
に
は
、
こ
の
と
き
の

日
食
を
詠
ん
だ
と
思
わ
れ
る
詩
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

「
剣
峰
観
日
食
歌
」
で
す
。

　
剣
鋒
で
日
食
を
観
て
詠
ん
だ
歌
、
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
も
ち
ろ
ん
剣
鋒
と
い
う
山
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
は

剣
の
ご
と
く
そ
び
え
立
っ
て
い
る
と
形
容
さ
れ
る
山
と

は
何
で
し
ょ
う
。
　



　
国
の
観
測
隊
が
実
際
に
観
測
し
た
三
条
・
永
明
寺
山

は
標
高
わ
ず
か
一
二
三
ｍ
の
な
だ
ら
か
な
山
で
す
の
で
、

と
て
も
剣
に
は
見
立
て
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
東
伍
が
日
食
二
日
前
の
八
月
十
七
日
、
弥
彦
温
泉
に

泊
ま
っ
た
翌
日
以
降
も
弥
彦
周
辺
に
と
ど
ま
っ
た
と
仮

定
す
る
と
、
周
辺
の
山
々
の
状
況
か
ら
、
剣
鋒
は
弥
彦

山
で
あ
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

　
ま
た
、
『
わ
が
国
の
科
学
的
日
食
観
測
事
始
め
　―

明
治
二
十
年
皆
既
日
食
の
記
録―

　
斎
藤
国
治
（
一
九

六
九
）
』
に
よ
る
と
、
国
の
観
測
隊
は
当
初
、
三
角
測

量
点
の
あ
る
弥
彦
山
で
観
測
を
行
う
予
定
で
訪
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
こ
は
海
か
ら
水
蒸
気
を
含
ん
だ
空
気

が
山
に
冷
や
さ
れ
、
雲
が
多
く
か
か
る
こ
と
を
知
っ
た

の
で
、
初
志
を
捨
て
て
大
崎
山
・
永
明
寺
山
に
変
更
し

た
の
だ
そ
う
で
す
。
　



　
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
も
う
一
度
『
剣
峰
観
日
食
歌
』

を
読
ん
で
み
る
と
、

　「
麓
は
小
雨
だ
っ
た
が
山
頂
は
晴
れ
て
い
た
」
と
書
い

て
あ
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
だ
と
す
る
と
、
国
の
観
測

隊
が
回
避
し
た
、
不
安
定
な
弥
彦
山
の
気
象
状
況
が
窺

え
ま
す
。

　
は
た
し
て
東
伍
は
、
実
際
に
弥
彦
山
山
頂
で
日
本
海

を
見
渡
し
な
が
ら
、
日
食
を
観
測
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
　



第
四
章

『
星
の
か
ず
か
ず
か
き
つ
け
ぬ
』

　
　
　
　
　
　
　
を
読
む
（
観
測
編
）



　
『
星
の
か
ず
か
ず
か
き
つ
け
ぬ
』
の
最
終
頁
に
は
、

皆
既
日
食
中
の
ス
ケ
ッ
チ
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
（
明
治
二
十
年
八
月 

蝕
図
）

　
皆
既
日
食
中
は
、
昼
間
な
の
に
夕
方
の
よ
う
に
暗
く

な
り
ま
す
の
で
、
一
等
星
程
度
の
明
る
い
星
な
ら
十
分

に
観
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
赤
丸
で
囲
っ
た
部
分
の
星
名

大
角
＝
う
し
か
い
座
の
ア
ー
ク
ト
ゥ
ル
ス

角
宿
第
一
＝
乙
女
座
の
ス
ピ
カ

軒
轅
（
け
ん
え
ん
）
第
十
四
＝
獅
子
座
の
レ
グ
ル
ス

※

軒
轅
＝
昇
り
竜
の
姿
に
見
立
て
た
中
国
の
星
座
。



　
東
伍
は
な
ぜ
か
コ
ロ
ナ
の
ス
ケ
ッ
チ
は
せ
ず
、
皆
既

中
に
見
え
た
一
等
星
や
金
星
、
水
星
、
火
星
、
土
星
に

つ
い
て
描
い
て
い
ま
す
。

　　
お
そ
ら
く
ス
ケ
ッ
チ
は
政
府
の
呼
び
か
け
に
よ
り
多

く
の
人
が
や
る
し
、
観
測
隊
は
写
真
も
撮
る
わ
け
で
す

か
ら
、
自
分
も
同
じ
こ
と
を
す
る
必
要
が
な
い
と
考
え

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
結
果
的
に
、
こ
の
ス
ケ
ッ
チ
は
唯
一
、
背
景
の
星
を

詳
細
に
描
い
た
記
録
と
し
て
、
大
変
貴
重
な
資
料
で
あ

る
と
い
え
ま
す
。



第
五
章

パ
ソ
コ
ン
と
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を

使
っ
て
東
伍
の
観
測
を
検
証
す
る



　
さ
て
、
背
景
の
星
空
を
描
い
た
資
料
に
つ
い
て
、
東

伍
の
ス
ケ
ッ
チ
が
唯
一
で
あ
る
以
上
、
そ
れ
が
ど
れ
ほ

ど
正
確
な
の
か
を
検
証
す
る
に
は
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
無
料
ア
プ
リ
で
、
そ
れ
が
で
き

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
日
時
、
観
測
地
を
任
意
で

設
定
で
き
、
過
去
も
未
来
も
星
空
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
で

き
る
大
変
便
利
な
ア
プ
リ
で
す
。

　
ア
プ
リ
の
再
現
画
像
で
は
、
コ
ロ
ナ
が
観
測
で
き
た

の
は
午
後
三
時
二
十
二
分
頃
か
ら
の
数
分
間
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
時
刻
に
は
か
な
り
誤
差
が
あ
り
ま
す
。

　
前
述
の
新
潟
新
聞
に
は
三
時
三
十
七
分
と
報
道
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
太
陽
や
星
の
位
置
は
か
な
り
正
確
の
よ
う

で
す
。

STAR WALK 2



　
皆
既
中
の
太
陽
の
左
上
に
は
、
獅
子
座
の
一
等
星
レ

グ
ル
ス
（
軒
轅
第
十
四
）
の
位
置
も
正
確
に
描
か
れ
て

い
ま
す
。

STAR WALK 2



　
た
だ
、
ひ
と
つ
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　
ア
プ
リ
と
東
伍
の
ス
ケ
ッ
チ
で
は
、
土
星
と
火
星
の

表
記
が
逆
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
無
料
ア
プ
リ
側
の
誤
り
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
も

あ
っ
た
た
め
、
パ
ソ
コ
ン
版
の
他
の
有
料
ソ
フ
ト
（
三

か
月
無
償
版
）
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
こ
ち
ら
で
も
再

現
し
て
み
ま
し
た
。

STAR WALK 2



Stella Theater Pro

や
は
り
逆
の
よ
う
で
す
。
単
純
な
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ

ラ
ー
と
思
わ
れ
ま
す
。
も
と
も
と
天
文
学
は
専
門

外
な
の
で
、
後
か
ら
も
気
が
付
き
に
く
い
ミ
ス
か

と
思
い
ま
す
。



Stella Theater Pro

　
次
に
、
東
伍
の
ス
ケ
ッ
チ
と
、
ア
プ
リ
の
再
現
画
像
を

比
較
し
て
み
ま
し
た
。

　
ア
プ
リ
の
絵
は
、
天
球
の
広
い
範
囲
を
狭
い
二
次
元
の

画
面
に
落
と
し
込
ん
で
い
る
の
で
、
ど
う
し
て
も
歪
み
が

生
じ
ま
す
。

　
む
し
ろ
見
た
目
は
東
伍
の
ス
ケ
ッ
チ
の
方
が
正
確
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
ら
を
考
慮
し
て
も
、
二
枚
の
絵
は
驚

く
ほ
ど
一
致
し
て
い
ま
す
。



た
だ
、
ひ
と
つ
問
題
が
あ
り
ま
す
。

Stella Theater Pro



た
だ
、
ひ
と
つ
問
題
が
あ
り
ま
す
。

Stella Theater Pro

ホームページ：「Aquamarine：ミマスの部屋」より



　
た
だ
し
、
前
ペ
ー
ジ
の
画
像
比
較
で
は
、
右
下
の
北
河

第
二
と
第
五
（
ふ
た
ご
座
の
カ
ス
ト
ル
と
ポ
ル
ッ
ク
ス
）

だ
け
が
著
し
く
位
置
が
違
い
ま
す
。
こ
の
理
由
に
つ
い
て

は
、
よ
く
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
こ
の
ス
ケ
ッ
チ
の
正
確
さ
を
、
水
星
・
土
星
・
火
星
に

絞
っ
て
さ
ら
に
検
証
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
星
座
な
ど
を
構
成
す
る
星
々
は
非
常
に
遠
く
に
あ
る
た

め
、
何
年
経
っ
て
も
星
座
の
形
が
崩
れ
る
よ
う
な
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
私
達
の
太
陽
を
回
る
惑
星
は
、
毎
日
少
し
ず
つ

位
置
が
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
特
に
水
星
と
金
星
の
内
惑

星
（
地
球
よ
り
も
太
陽
に
近
い
惑
星
）
は
公
転
周
期
が
短

く
、
一
日
違
う
と
位
置
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

　
次
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
東
伍
の
ス
ケ
ッ
チ
と
ア
プ
リ
画
像

を
重
ね
て
比
較
し
て
み
ま
す
。

　



　
ア
プ
リ
の
画
像
、
右
は
日
食
当
日
の
十
九
日
、
左
は
翌

日
二
十
日
で
す
。
東
伍
の
ス
ケ
ッ
チ
を
透
か
し
て
重
ね
て

い
ま
す
。

　
左
上
か
ら
右
下
に
か
け
て
か
ら
水
星
、
土
星
、
火
星
と

並
ん
で
い
ま
す
が
、
赤
丸
で
囲
っ
た
水
星
の
ほ
う
が
、
よ

り
左
に
大
き
く
ず
れ
て
い
ま
す
。

　
右
下
の
火
星
は
外
惑
星
（
地
球
よ
り
太
陽
か
ら
遠
い
）

で
す
が
、
地
球
に
近
い
分
、
真
ん
中
の
土
星
よ
り
は
少
し

左
に
ず
れ
て
い
ま
す
。

　
一
日
違
う
と
こ
れ
だ
け
位
置
が
変
わ
り
ま
す
。

　



Stella Theater Pro



　
そ
し
て
、
全
て
の
星
が
は
っ
き
り
見
え
る
よ
う
に
な
る

夕
方
以
降
は
、
太
陽
よ
り
下
の
星
は
地
平
線
に
沈
ん
で
し

ま
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
暗
く
な
っ
て
か
ら
星
の
位
置
を

書
こ
う
と
し
て
も
不
可
能
で
す
。

　
日
食
が
な
け
れ
ば
夏
の
昼
間
で
す
か
ら
、
こ
の
日
だ
け

の
惑
星
配
置
は
、
日
食
が
起
こ
っ
て
い
る
と
き
に
実
際
に

見
て
い
な
い
と
描
け
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

↑
地
平
線
（
日
没
後
の
位
置
）



ま
と
め

　
皆
既
日
食
中
の
わ
ず
か
四
分
間
の
間
に
、
東
伍
は
ど
の
よ

う
な
方
法
で
こ
の
よ
う
に
正
確
に
位
置
を
記
録
す
る
こ
と
が

出
来
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
画
期
的
な
方
法
で
そ
の
場
で
記
録
し
た
の
で
し
ょ
う
か
、

そ
れ
と
も
映
像
記
憶
に
よ
り
後
で
ゆ
っ
く
り
清
書
し
た
の
で

し
ょ
う
か
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
一
連
の
日
食
観
測
の
様
子
か
ら
は
、
東

伍
の
勤
勉
さ
や
能
力
の
高
さ
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
今
後
は
『
鉛
筆
道
中
記
』
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
か
ら
の
協

力
の
下
、
さ
ら
な
る
解
読
を
進
め
て
行
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。


